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La Belle Dame Sans Merci という作品がキーツの翻像力観となんらかの関係を有しているということ

は，もはや定説化しつつある.ζのパラァドに登場する美女をキーツの求める詩的理組とするなら，何故彼

は彼女を単なる美女として描く乙とを止め，非情冷酷な女性として描いたかという疑問が起きる.しかし，

ζの冷酷な彼女の一面こそ，想像力の世界の美酒を飲んだ者が現実に覚めるときに味わなければならない悲

哀であり，想像力の限界を示すものである.

La belle Dame Sans Merci について何か述べると

き，キーツの悲劇的恋愛の相手，ファニー・ブローンとの

関係が否応無く議論の中に登場する.キーツの伝記上の

出来事とこのバラッドがあまりにも酷似しているためで

ある.実際，乙のパラッドとキーツとファニー・ブロー

ンの恋とぞ切り離して考えることは不可能なのかもしれ

ない.しかし，伝記上からアプローチするとき不都合な

ことは， Charles 1. Patterson JR.が指摘するように，

キーツがこの作品を書いたときには，彼とファニー・ブ

ロ{ンとの聞は大変うまく行っていたという事実であ

る 1

伝記的解釈から一歩離れたとき，この冷たく非情な女

性は何なのか，また騎士は何で， ζの物語は何を意味し

ているのかという問いが新たにもちあがる.本稿におい

ては LaBelle Dame Sans Sans Merciを彼の1819年

の春のOde群の中lζ置き，騎士が“coldhill side"に目

覚める時点を中心に，詩及び想像力に対するキーツの一

つの考え方を検討しようとするものである.

E 

La Belle Dame Sans Merci は 1819年4月21日に書

かれた.乙の後1カ月の聞に彼の傑作 Odeが次ぎ次ぎ

に書かれる. Ode to Psycheは4月21日から 4月30

日の聞に書かれ，Ode to a Nightingale， Ode on a 

Grecian Urn， Ode on Melancholy， Ode on Indolence 

は 5月中l乙書かれている.このように見てゆくとき，

4月下旬から 5月にかけてのキーツの想像力の最も旺盛

であった時期の口火を切ったのが La Belle Dame 

Sans Merciであったと言って過言ではない.

それでは，これらの Ode群を貫いているテーマは何

であろうか.それはキーツの乙の世の中，現世に対する

諦観の態度であろう.若冠22才の詩人も様々な試練を経

験し，今また母と弟 Thomasを死に至らしめた病が彼

自身を蝕ぱみ始めていた.彼が Endymionで“Wherein

lies Happiness?" 2 と歌って2年後，早くも幸福とは束

の聞の喜びであり，移り行くものだと身をもって体験す

ることになる .Ode to a Nightingaleでは詩人は人間

の苦悩に満ちた世界から歌の翼に乗り想像力の別天地へ

と旅する.しかし，その理想の世界すら彼を長く引き留め

ておいてはくれない.詩人は再び孤独で悲惨な一個人の

存在へと戻される.また Odeon Melancholyでは美の

運命とそこに生じる哀愁の情について述べられる.ここ

に現われた特徴はまた LaBelle Dame Sans Merci に

も当てはまるであろう.騎士が語る不思議な物語はOde

to a Nightingale における詩人の現世から想像力の世

界への飛朔と，再び現実へと帰還するというパターンと

一致するであろう.また騎士が宮能の世界のきなかで目

覚め，死の幻影を見るというコントラストは Odeon 

Melancholy における美と Melancholyの関係に相当す

る.乙のように，彼の1819年の春の一連の作品は相互に

或る関連を持っていると言えるであろう.

パラッド LaBelle Dame Sans Merciの最初の3速

は騎士の不思議な物語の聞き手とでも言うべき者の騎士
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への呼びかげである.

Oh， what can ail the巴， knight-at-arms， 

Alone and palely loitering? 

The sedg巴 haswithered from the lake， 

And no birds sing! 

E 

Oh， wh旦tcan ail thee， knight-at-arms， 

So haggard and so woe-begone? 

The squirrel's granary is full， 

And the harvest's done. 

E 

1 see a lily on thy brow， 

With anguish moist and fever-dew， 

And on thy cheek a fading ros巴

Fast withereth too 

甲腎l乙身を鎧った蒼白の騎士が晩秋の野をさまよって

いるという古色蒼然としたバラッドの始まりは，読者を

遠い中世の時代へと導く.問いかけられた騎士は彼の経

験した不思議な物語を始める.騎士の語る話はB 彼のさ

まよう晩秋の世界とはうって変り，それはあたかも春を

組像させる牧歌的な世界へと変って行く.

N 

1 met a lady in th巴 meads

Full b巴autiful，a fairy's child， 

Her hair was long， her foot was light， 

And h巴rey巴3were wild. 

ここで初めて Labelle Dame sans merciが登場す

るが，その正体は未だ謎である.わずかに “fairy's 

child"と“wild"という語がそれを暗示するにすぎな

い.第5連では彼女は“sweetmoan" を発lノP 第6連で

は“A fairy's song"を歌う.第7連において後女は不

思議な食物を見つけてくれ，不思議な言葉で騎士に愛を

告白する.

And sure in languag巴 strangeshe said 

‘1 love thee true.' 

いやp 告白したと言うより，騎士は告白されたと思った

と言った方がより正確かもしれない.そしてパラヴドは

クライマックスへと向う.

VIII 

She took m巴 toher elfin grot， 

And there sh巴 wept，and sighed full sore， 

And there 1 shut her wild wild ey巴5

With kisses four. 
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And there she lull巴dme asleep， 

And there 1 dreamed-Ah! woe betide!ー

Th巴 latestdream 1 ever dreamed 

On th巴 coldhill side. 

X 

1 saw pale kings， and princes too 

Pale warriors， death-pale were they all; 

They cried-'La belle Dame sans merci 

Hath thee in thrall!' 

第10連において初めて乙の女性が Labelle Dame 

sans merciである乙とが知らされる.しかし，重要な

ことは，第4連から第9連までに，この美しい女性 (La

belle Dame) は騎士に対してどんな非情で冷酷なこと

を働いたかということである.もしあるとすれば，第 6

連における彼女の愛の告白が真実のものであったかどう

かという点だけである.しかし，それすらこの段階では

真偽は不明である.彼女が騎士にとって La belle 

Dameから Labelle Dame s呂田 m巴rciへと変貌し

たのは，彼が夢から覚めてからのことである.

騎士は夢から覚めて初めて La belle Dame sans 

m巴rciの虜となったことを知る. 言い換れば，騎士の

見た夢を境にしてその女性は性格を異にしたのである.

このように考えるとき，この女性は二つのアスペクトか

ら考察できる.一つは騎士の話す世界の中で見る姿であ

り， もう一つは現実の世界から見る姿である.この観点

が変るとき，彼女は La belle Dam巴からLabelle 

Dame sans m巴rciへと変化する.次lこ，騎士の語る世

界とこの女性について検討することにする.

騎士の語る世界は先にも述べたように現実の晩秋の世

界とは大いに異なる春を連想させる世界であり，また

“fairy's child"， “roots of relish sw巴巴t，/And 

honed wild and manna dew" ，“language strange九

九lfingrot"等が示すように日常世界とは次元の異なる

世界である.この位界を騎士とその美女は彼らが出合っ

た牧場から“自lfingrot"へと旅をする.

1 set her on my pacing steed. 

And nothing else saw all day long; 

For sidelong would she b巴nd，and sing 

A fairy's song. 

彼らは馬(steed)で行く圃この馬は詩的霊感及び想像

力を象徴するぺガサスと考えることができるであろう.

Endymion の第4巻に同様の局の例を見ることができ

る. Endymionが IndianMaidと空へとその旅を続

けるとき，彼らは二頭の馬(“twosteeds jet-black， / 

Each with larg巴 darkblue wings upon his 
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back"りに乗る.

Th邑 youthof Caria placed the 10ve1y dame 

On on巴 andfe1t himself in sp1巴ento tame 

The other's fierceness. Through the air they 

flew， 

High as the eag1es. Like two drops of dew 

Exha1ed to Phoebus' lips， away they are gon巴，

Far from the earth away-unseen， alone， 

Among coo1 clouds and winds. but that th巴

free， 

The buoyant life of song can floating be 

Above their heads and fo11ow them untired. 

(Endymi口町 Book N， 345-353.) 

共通点は馬ばかりでは往し共に美女を伴った旅であ

り，また“song"に満された旅である.このように読む

とき，騎士とこの女性の旅は詩的官能の頂点を象徴する

巴1fin grotを目指した怨像力のアレゴリ{としての働

きを持つ.elfin grotがこの美女の住みかであるなら，

この女性こそ想像力の生み出すエクスタシーの象徴なの

であり，彼女に愛される騎士は詩人l乙他t1:らえrいのであ

る.

騎士は elfin grot で眠りに落ち「死」の幻影を見

る.夢から覚め，彼は“co1dhill sideη にいる自分を

発見するのである. co1d hill sideという語はこのバラ

ッドに二度繰り返される.それはこの語の持つ重要性に

由来する.それでは elfingrot にいたはずの騎士が

co1d hill side にいるということは， 一体何を物語る

のであろうか.言うまでもなく hillsideはelfingrot 

とは対照的な現実を示すものである.しかもその hill

sid巴には co1dというこの世の厳しさを表わす語が付

け加えてある. もちろん，この coldは現実の晩秋の季

節感を示すものでもあり，騎士の語る春の世界(想像力

の世界)の暖かさと対照をなすものでもある.牧歌的な

春の世界が一転して現実の晩秋の位界になったことは，

騎士が想像力の美の世界から悲惨な現実へと戻ったこと

を意味するのである.

このco1dhill sideは想像力の位界と現実が接する所

である hillの内部について羽Tassermanは“1nfo1k 

1iterature the inside of hills are often the 

dwelling p1ace of fairies and e1 ves." 4 と述べてい

る。一方， Sper吋は hillsideに言及し，“thehillside 

of classica1 1eg巴nd became the cave of Celtic 

fab1e， close1y associated with funera1 barrows of 

the dead" 5 と言う.この二人の学者の言を考慮すると

き，夢から覚めた騎士の悲哀を想像することができる.

彼が巴lfingrotと思っていた場所は実は La belle 

Dame sans merei の虜たち， kings， princes， 
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warriors の虜れの場所であり， もしくは彼らの墓場で

あった肉彼女が非情で冷酷な (sansmerci) 女性へと

変貌したのは，彼がこの事実を知ったときに始まる.換

言すれば，騎士が想像力の美の世界から悲惨な日常世界

へと帰還したときに始まるのであるー詩的エクスタシ{

のさなかに騎士(詩人)を現実に押し戻す彼女の冷酷さ

こそ，この美女の持つ本性であると言える.この仕打ち

に対する恨みはこのバラッドでは述べられていない.し

かし，Ode to a Nightingale において

Th巴 fancycannot ch巴atso we11 

As she is famed to do， dec巴ivingelf. 

(Ode to a Nighti刀gale，11. 73-74) 

と述べられている.ここでは詩人は空想力の虚構が最後

まで人聞を欺き通せない性格を，言い換れば，人聞が永

遠に想像力の世界に留まることのできない恨みを“d巴-

cei ving elf"と言ってなじるのである.

このd邑ceivingという語話は二重の意味を持つであろ

う.まず第ーに，詩人を想像力の世界，すなわら現実か

らかけ離れた虚構の世界へと欺きつれて行くというこ

と。次i乙，虚構であれ，そこに永遠に留まりたいという

詩人の願いを無残にも裏切り，苛酷な現実へと突き落す

残忍J陸を示すものである.このバラッドにおける美女の

sans merciである理由は騎士を二重の意味で欺くと

ころに存在するのである.

而血

想像力の世界と現実の聞にある落差についてキーツは

早くから気付いていた.それは Sleetand Poetryで詳

しく述べられているが，その前に初期の彼の詩の世界(

想像力の世界)と現実(実生活)とのかかわりあいを示

す例を上げ検討することから始めよう.その一つの例は

キーツの詩の中で最初に活字にされ，リー・ハントのエ

グザミナー誌に載せられたソネット， 0 Solitude， if 

1 mustωith thee dwellである.

o Solitude， if 1 must with thee dw巴11，

Let it not b巴 amongthe jumbled h巴ap

Of murky buildings. C1imb with me the steep-

Nature's obs巴rvatory-whencethe dell， 

Its flowery slopes， its river's crysta1 swell， 

May seem a span; let m巴 thyvigils ke巴P

'Mongst boughs pavilioned， where the deer's 

swift 1eap 

Startles the wild be巴 fromthe foxg1ove be11 

(1l. 1-8) . 

彼がこのソネットを書いたとき，彼はロンドンに医学

生としての最後の仕上げをするためにやって来ていた.

それまで彼が過した田園生活と比べると，その環境の変
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イじは大変なものであったことは担像に難くないiJ;r代も

場所も異なるが，リルケは『マルテの手記」の冒頭を 9

「人々は生るためにこの都会へ集まって来るのだが，僕

にはそれがここで、死ぬためのように考えられるJ5 と書

きだしているが，キーツにとってもロンドンという都会

はそのように見えたに相違ない固彼f;J:lTIurkybuiidillgS 

I乙象徴されるロンドンの実生活から逃るように組像力の

世界を指向する.彼が Nature'sobs己rvatoryから眺望

する自然は彼の忠像力の世界であり，それはまた詩の世

界であった.彼は実生活の豆みを込l像力の也界へと飛渇

することにより軽減していたのであろう.だから彼の想

像力の世界では苦痛が一切排除された官能美だけが歌わ

れる.その点において彼の初期の作品は現実逃避の一面

を持っていると言えよう。彼が乙の現実逃避という性格

を意識していたかどうかは別として，逃避である以上結

局は戻らなければならない現実というものが存在するの

である.

彼は Sleetand Poetryで詩人がよりすぐれた詩人と

なるために歩まなければならない過程を予言的に述べて

いるが，その過程こそ実は断ち切られている現実とのか

かわりあいを再び取り戻す道にほかならなかった.

Thell will 1 pass the coulltries that 1 see 

III lOllg perspecti v巴， alld contillually 

Taste th邑irpure fountaills. First the realm 111 

pass 

Of Flora alld old Pan. 

(Sleet and Poetry 11. 99-102) 

彼はまずフローラとパンの領域を通るであろうと吾

う.言うまでもなく，この世界は自然美の世界であり，

官能美の世界であり，フローラとパンという名が示すよ

うに神話世界であり p 現世の苦悩と無縁の「黄金の時代

(Goldell Age) Jとも言えるであろう.この世界にお

ける喜びを果レて棄て去ることが可能であるかを彼は自

問する.

Alld can 1 ever bid these joys farewell? 

Yes， 1 must pass them for a nobler lif巴，

Where 1 may find the agonies， the strife 

Of human hearts. 

(Sleet a叫dPoetry， 11. 122-125) 

彼はこの自問lこ対して，“must勺という語をもって自

答する.この語は詩人の微妙な意識を的確に物語るもの

であろう.彼にとって官能美の喜びは捨て難いものであ

る.どちらかと言えば，いつまでもその喜びの中に留ま

っていたいのである.しかし，その喜びはより気高いも

ののために捨てなくてはならないと，彼は考えた.だ

が，より気高いものが何なのか，また “the agonies， 

the strife/Of humall heart"が果して何なのか，彼

はまだほとんど{可も女日らなかった図

ここに述べられた二つの世界は，一つが官能美の喜び

に象徴される人生の光の商を表わし，他方は苦悩に象徴

される人生の影の面を表すものと思える.キーツが特に

人生の影のffiH乙詩人の探求する真実を設定したというこ

とは，とりもなおさず彼の強い現実に対する意識の存在

を証明するものである.

このキーツの現実に対する強い意識は一体何処から生

れたのであろうか.その手掛りは同様に Sleφ and 

Poetry I乙見い出される.それも詩人がより高貴な人生

のために官能美の世界の喜びを捨てなければならないと

宣言したその直後に.

for lo! 1 see afar， 

0' ersailing the blu巴 cragglnes，a car 

And ste巴dswith streamy malles-th巴 charioteer

Looks out upon the winds with glorious fear. 

(Sleet and Poetry， 11. 125-128) 

詩神アポロを象徴する char匂 teer は“a car/And 

st巴ed'fこ乗り， "green hill's side"へと空から舞い降

り，そこで彼と自然との問に対話がなされる.自然は詩

の位界へと変貌して行き， そこに官能美の世界が生れ

るa ところが，その世界は一瞬にして詩人の限前から消

え去るのである.

Th巴¥i3iollS all are fled-th邑 caris fled 

Into th巴 lightof heaven， and in their stead 

A sense of real things comes doubly strong， 

And， lik巴 ailluddy str巴am，would bear along 

My soul to nothinglless. 

(Sleeραnd Poetry 11. 155-159) 

詩人の幻想が消え去ったとき，言い換れば，想像力の

作り出した架空の世界が崩壊したとき，今まで忘れてい

た現実の姿が一層生々しく一個の人間としての詩人に襲

いかかるのである.幻想の世界がより華美なものであれ

ばあるほど，それに比例して夢と現実の落差は大きくな

る.詩人は現実から組像力の世界に遊び，再び現実に戻

って来た.しかし，彼が帰って来た現実は，彼が出発し

た時点での現実よりも二倍も強い (doublystrong)現

実であった.このいつかは帰らなければならない現実の

存在こそ，キーツに常につきまとっていた想像力の世界

に対する強力なアンチ・テーゼであった.

この二つの現実の中にあって詩人が経験した想像力の

世界は単なる虚構の世界であったのだろうか.二倍の強

さで、治って来る現実感の中で詩人にとって想像力の世界

とは忌わしい夢であったのだろうか.この問いに対し

て，詩人は次の様に答えてくれる.

But 1 will stri ve 

Against all doubtillgS and will keep alive 
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The thought of that same chariot and the 

strange 

Journey it went. 

(Sleet a日dPoetワー 11.159-162) 

幻想から覚めた詩人はj包沫の夢と消えた世界への懐僚

を決して失なうことなく，また想像力が作り出した官能

美の世界も真実としてP 決して疑うことがない.ここに

詩人の運命とでも言うべきものを見い出すことができる

であろう.詩人は想像力の世界に遊ぶつど，苛酷な現実

へと押し戻され，しかも想像力の世界での喜悦を忘れ去

るととができない.これはそのまま LaBelle Dame 

Sans Merciの騎士(詩人)にも言えるととであるし，

またこのパラッド自体が詩人の宿命を歌ったものと考え

られる.詩的エクスタシーから覚めた騎士は coldhill 

sideで現実世界での一人の人間としての悲哀を二倍に

感じている.何故なら，今や彼lこはあの美女もなしま

た想像力を象徴する steedすらなし ただ一人で彼が

見た華美な幻を追って晩秋の野をさまよう運命にあるか

らである.

詩人が詩の位界から現実に戻って来る過程は徐々にで

はなく，突然にと言った方がよい.そこには，それまで

至福の絶頂にあった者を一瞬にして奈落の底につき落す

残酷性がある.キーツが Ode0月 Melancholyで

She (Melancholy) dwells with B巴auty-B己auty

that must di巴!

And Joy， whose hand is ever at his lips 

Bidding adieu; and aching Pleasure nigb， 

Turning to poison while the b巴e-mouthsips 

(Ode on Melancholy， 11. 21-24) 

と言うときの Melancholyとは，消滅することを条件に

のみ存在することを許されている美の中にある哀愁の情

を示すものである.この情は歓楽の極みに存在するがゆ

えに，美を追求し，永遠にそれを所有しようとする者に

とって一層冷酷なものとなる.

Aye， in the very temple of Delight 

Veiled Melancboly has her sovran shrine. 

(Ode 0刊 Mela目choly，11. 25-26) 

ここに美の持つ一層の哀しみがある.しかし，この哀

しみこそ美をより完全なものへと昇華さすものであり，

ζの哀しみがなければ，たとえどんな美でも夢と同様う

つろに消え，詩人はそれを真に経験することにはならな

いであろう.詩人にとって残酷なことではあるが，彼が

想像力の世界が消え去ったときに感じる失意が強ければ

強いほど，彼にとって彼が経験した世界がより完壁な，

より真実なものとなるのである，

lV 
1819年の春の一連の創作活動の終りを飾る作品が Ode

on Indolenceであったことを考えるとき，この作品は一

つの重要性を，また一つの象徴性を帯びてくる園

キーツはこの Od巴を彼の 1820年の詩集に加えなかっ

た.これは明らかにこの Odeが他の Od巴と比べ劣っ

ていることに帰国するのであろう.マ しかし，芸術的に

は劣っていようと，この作品が彼にとって心情的には大

変気にいったものであったことは，次の書簡からうかが

うことができる.

You will judg巴 ofmy 1819 temper wh巴n1 tell 

you tbat the thing 1 have most enjoyed this 

year has been writing an ode to Indolence. 8 

キーツの1819年の気分を代表する作品でありながら，こ

れが1820年の詩集に加えられなかった理由は単にその芸

術的劣等性だけではないように思える.それはこの作品

の内容にあり，そこで彼はあまりにも自己を告白しすぎ

たためであろうー E刀dymionの前書で彼があまりにも自

己の作品に対する見解を露呈しすぎたため，それがかえ

って批評家たちの不評を貰うはめになった経験を無駄に

はしなかったのである.

キーツが「肉体が精神l乙打ち勝うたまれな例 (arare 

instance of advant且gein the body ov告でpowering

the Mind) 9 Jと自らが言う怠惰の中で、彼は三つの幻影

を見る.

A third time passed tbey by， and， passing， 

truned 

Eacb one the face a moment while to me; 

Then faded 旦ndto follow them 1 burn巴d

And ached for yvings because 1 knew the 

three; 

The first was a fair maid， and Lov日 hername; 

The second was Ambition， pale of cheek， 

And巴verwatcbful with fatigued eye; 

The last， whom 1 love more， the more of blame 

Is h色apedupon her， maiden most unmeek， 

1 kn己w to be my demon PO巴sy.

(Ode on Indolence， 11. 21-30) 

その幻影が消え去ったとき，想像力によってその後を追

いたい衝動に駆られる.

They faded， and， forsooth; 1 want巴dwings. 

Oh， folly! 

(Ode 0η1日dolence，11. 31-32) 

しかし，すぐその考えを改め，その後を追う乙とが馬鹿

げたことだと考える.詩人は自問し，自答する.

What is Love? And where is it? 

And， for that poor Amtition ー itsprings 
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From a man's little heart's short fever-fit. 

For Poesy! No， sh巴 hasnot a joy-

At least for rne-so sweet as drowsy noons， 

And evenings st巴巴pedin honeyed indol巴nc巴.

(Ode on Indole日ce，11. 32-37) 

キーツがソネット Whydid 1 laugh to-night?で

“Verse， fame， and beauty are int巴nseindeed" 10 

と言ったほとんどすべてがζ こにおいて否定される.キ

ーツが全生涯を通し追い求めた詩ですら彼l乙喜びをもた

らしてはくれなかったのである.

詩人は自己の詩を“mydemon Poesy"と呼ぶ.

Demonとは元来，人間と神の間にあり，両者をとりも

つ存在であった 11 その意味において考えれば，この

“d巴monPoesy" とはキーツの理想とするものと現実

との間をとりもつものと言えよう.しかし，先に“de-

ceiving elf"を検討したように，この“demon" も，

もう一つの角度から考察する必要があるであろう. evil 

spiritとしての例をソネット Why did Ilaugh 10-

night?に見い出すことができる.

Why did 1 laugh to-night? No voice will tell; 

No God， no Demon of severe response， 

D巴ignsto reply from Heaven or from H巴11.

(Why did 1 laugh to-night? 11. 1-3) 

キーツはこ乙では DemonF:神と人間との間の介在者と

しての性格を与えてはいない. Godは“fromheaven" 

と，そして Demonは“fτomHe11" と対応している

ととからもそれはうかがえる.

“my demon Poesy"に戻れば， demonという語に

キーツは一種の魔的な意味を込めているように思える.

キーツを魅了し，しかも喜びを与えてくれない詩(祖像

力の世界)乙そ，まさに彼にとって demonであったと

言って良い.その魔性は“deceivingelf" や，また

“La be11e Dam巴S呂田 merci"の持つ冷酷さと非情さ

に通じるものがある.彼は“demonPoesy"を“maiden

most unm巴巴k" と喰えた. この“mostunme巴lど' と

いう形容に LaBelle Dame Sans Me1'ciの美女の姿を

思い浮かべることができる.彼女の本性(魔性)を的確に

また象徴的に表現した一句， “And her eyes were 

wild"の“wild"とそ "mostunmeek"に対応するも

のである.

キーツの求めて止まなかった詩の正体が La belle 

Dame sans rnerciであり， deceiving elfであり，ま

た demonである ζ とを知ったとき，言い換れば，詩人

に束の間の快楽を与え，その代償として詩人lとより苛酷

な現実の苦しみを与える存在であるととを知ったとき，

彼はそれを求めることよりは，それから遠ぎかることに

より，自己の快楽を求めようとした.彼はその境地を

a complete disinter巴stedness of Mind"12 と呼ん

だ固

“disinterested" という語はキーツの好んで用いる言

葉である.彼は弟 Georgeの妻 Georgiana について

次のように言う.

She is the most disinterrested woman 1 ev巴r

knew-that is to say she goes beyond degree 

in it-To see an entirely disinterrested Girl 

quite happy is the most pleasant and extra-

ordinary thing in th巴 world-itd巴pendsupon .a 

thousand Circumstances-on my word 'tis 

extrordinary. Women must want Imagination 

and they may thank God for it工3

この文脈から“disinterestedness"と“Imagination"

の関係が浮び上って来る.つまり disinter巴stednessを

得るためには Imaginationがあってはならないという

ことである.これは Ode0日 I目dolenceで詩人が想像力

で消え去る幻影を追いたい‘'andto fo11ow them 1 

burned / And ached for wings." “1 want巴d

wings.") という気持を抑える理由である. 追えば必ず

詩人は Labelle Dame sans merciの虜になり，“a

complete disinterestedness of Mind" の境地は得ら

れない.ことに詩人としてのキーツと，一個人としての

キーツのジレンマが存在するのである.彼は

Vanish， ye Phantoms， from my idle sprite 

Into the clouds， and never more return! 

(Ode on 1日dolence，11. 59-60) 

という言葉で Odeon I1日dolence及び、1819年の春の一連

の詩作を終らなければならなかった Sleep and 

Poety ~乙源を発し ， La Bell Dame Sans Merci 及び

1819年の春の Od巴群で詩と現実とのかかわりあいにつ

いてその劇的な表現を得，遂に特殊な精神状態であった

とは言え，想像力の持つ非情さに耐えかね，それに別れ

を告げなければならなかったキーツの姿に，また詩や想

像力ぞ Labelle Dame Sans Merciと見たと ζろに，

詩に対する，また想像力の世界に対するキーツの一つの

見解を見ることができるのである.
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